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「情報通信ネットワーク構築の
スペシャリスト」を目指して
「情報通信ネットワーク構築の
スペシャリスト」を目指して
（新入社員研修始まる！）

　訓練部

１．はじめに
　平成24年度の新入社員（基礎訓

練）研修がスタートしました。

　今年度は、会員会社（協力会社含

む）の約390名が情報通信エンジニ

アリング協会の東日本研修センタ、

西日本研修センタで受講していただ

いています　。

　新入社員研修（基礎訓練）は、技

術分野ごとの線路科、土木科、所内

科、電力科と技術系総合職を対象と

した統合科（所内外）の合計５科班

の実施を計画しています。

　ここでは、新入社員研修（基礎訓

練）の模様についてご紹介します。

２．平成24年度基礎訓練
　東日本研修センタでは、４月に第

１回基礎訓練線路科、５月に第２回

基礎訓練線路科、第１回基礎訓練土

木科、第１回基礎訓練所内科、第１

回基礎訓練統合科を開催し、７月開

始の第１回基礎訓練電力科まで合計

５科班９コース（下表参照）を計画

し、研修受講者は総勢約300名が受

講し７月末に修了する予定です。

　なお、平成23年度に引き続き、

研修受講機会の増大と研修にかかわ

るコスト低減を狙った北海道エリア

の会員会社新入社員を対象とした基

礎訓練線路科（北海道張出）訓練に

は25名が受講されました。

　西日本研修センタでは、４月に第

１回基礎訓練線路科、５月に第１回

基礎訓練土木科、第１回基礎訓練統

合科を開催し、６月の第１回基礎訓

練所内科、第２回基礎訓練線路科ま

で合計４科班５コース（下表参照）

を計画し研修受講者は総勢約90名

が受講し６月末に修了しました。

３�．研修センタでの訓練模様
　東日本研修センタ、西日本研修セ

ンタともに４月10日の基礎訓練線

路科が新入社員研修の皮切りでし

た。東日本研修センタの開講式では

所長から訓練生への“お客様満足向

上の取組み”の重要性についてのあ

いさつ、また、西日本研修センタで

は訓練生紹介から始まり、“心技体”

を念頭に置き研修に臨んで欲しいと

いう所長あいさつ、ご来賓あいさ

つ、訓練生宣誓など厳粛な始業式と

なり、訓練生はかなり緊張した面持

ちでしたが、傾聴する姿勢から熱心

さが伝わってきました。

　訓練の進捗（時の経過）ととも

に、基礎技術の習得に加え訓練生同

士や講師とのコミュニケーションに

よる“絆”が生まれてきたように感

じます。

　また、東日本研修センタの入寮者

は、寮生活を通じて新入社員研修が

単に勉強だけでなく、入寮者間の良

いコミュニケーションの場になって

いました。

　研修では、各科共通にコンプライ

アンスを含めた社会人としての基礎

的な内容から、現場ですぐに求めら
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先輩諸兄の指導のもと、「工事品質

の向上（Service Level Agreement）、

施 工 技 術 の 向 上（ S k i l l L e v e l 

Agreement）」を目指した情報通信

ネットワーク構築のスペシャリスト

として活躍されることを期待しま

す。

４�．おわりに
　新入社員研修では、今後の仕事の

ベースとなる通信設備の基礎知識、

基本的作業方法、安全の基本など通

信設備工事の基本を身につけていた

だきました。

　職場に戻ってからは、研修を通じ

て得た基本的技術力を、自己研鑚や

れる専門的な基礎技術についての座

学と、基礎訓練線路科ではケーブル

接続実習やバケットからの落下模

様、雪の屋根上作業体験など安全実

習を行い、皆さん熱心に勉強してい

ました。

写真1　基礎訓練線路科開講式
（西日本研修）

写真2　ダミー人形での安全研修模様
（東日本研修：北海道張出）

写真3　　基礎訓練線路科実習模様
（西日本研修）

写真4　　基礎訓練土木科実習模様
（西日本研修）

写真5　雪の屋根上での作業体験模様
（東日本研修：北海道張出）

写真6　所内科：静電電圧測定実習模様
（東日本研修）


